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論文内容の要旨
核反応断面積データの解析にはひろく DWBA法が使われている。出射粒子の角分布を特微づける物
理量には軌道角運動量移行の大きさがあり， DWBA法で予想される角分布と実験データの比較からこ
の値がきまり，又実験値と計算値の強度の比から二核子移行反応では移行二核子の原子核内での相関
についての情報が得られる。さきに Cd及び Sn を標的とした (p ， t) 反応において軌道角運動量移行
L=2 という遷移に対応する三重陽子の角分布の前方での振舞に二つの種類があることを見出したが，
一方の角分布はDWBA法では説明がつかず問題として残った。その後理論の発展に伴って二次のDW
BA法や，チャンネル結合法に依る取扱いが可能になり前記の角分布の差異は非弾性散乱経由の二次
の摂動項を取り入れると説明できるのではないかと考えて (p ， t) 反応の詳しい角分布を測定する実
験を球形核を標的として行った。非弾性散乱の強度は β22 に比例するので， β2 が広い範囲で変化する
Te 同位体を標自守とし，比較のために β2 の大きな Cd及びβ2 の小さな Snの同位体も同時に標的とした。
実験は東大核研の52MeV陽子a を用いて行い，予想した様にβ2 の小さい Teの同位体の第一励起状態
( 2 1 +) に対応する三重陽子の角分布は Snのそれと非常によく似ている一方， β2 の大きな軽い Te の
同位体と Cdの I lÌj位体の 21~1犬態に対応する三重陽子の角分布もよく似ていて，重い Tel司位体から軽
くなるに従つてのスムーズな 2 1 +;[犬態への角分布の変化が観測された。又，入出射粒子の軌道角運動
量整合 (orbital angular momentum matching) の条件によくあう L=7 という 7 -状態も強く励起
きれていて，同位体による系統性を調べることができた。次にこの実験データの理論的な解析を行っ
た。核構造の計算には準粒子位相乱雑近似 (BCS .RPA) を用い移行二核子の形状因子を計算し，非
弾性散乱経由の二次の DWBA計算を行い実験と比較した。 この近似の範囲で，非弾性散乱の形状因
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子に少し子を加えると実験データをうまく再現することがわかった。我々の実験データの一部は理論
家によっても解析されているが，それ等との比較を行し入非弾性散乱形状因子の修正は現象論的には
いつも必要で、あることがわかる。 7 -状態は二準粒子状態としてうまく実験データを再現できることが
わかった。
論文の審査結果の要旨
この論文では (p ， t) 反応に於ける二段階過程の研究が行われた。核反応断面積データの解析には
ひろく DWBA法が使われている。出射粒子の角分布を特徴づける量は軌動角運動量移行 (L) の大き
さであり， DWBA法で予想される角分布との比較からこの値と計算値の強度の比から二核子移行反応
では移行二核子の原子核内での相関についての情報が得られる。さきに Cd及び Sn を標的とした (p ，
t) 反応において L=2 という遷移に対応する三重陽子の角分布の前方での振舞に二つの種類があるこ
とを見出した。この角分布の差異は非弾性散乱経由の三次の摂動項を取り入れると説明できるのでは
ないかと考えて (p ， t) 反応の詳しい角分布を測定する実験を球形核を標的として行われた。実験は
東大核研の52MeV陽子を用いて行い予想した様にβ2 の小さいTeの同位体の第一励起状態( 2 1 +) に
対応する三重陽子の角分布は Snのそれと非常によく似ている一方， β2 の大きな軽い Teの同位体と Cd
の同位体の 2 1 +;1犬態に対応する三重陽子の角分布もよく似ていて，重い Teの同位体から軽くなるに従
つてのスムーズな 2 1 +;1犬態への角分布の変化を見出した。
次にこの実験データの理論的な解析が行なわれている。非弾性散乱経由の二次のDWBA計算を行い
実験と比較した。この近似の範囲で，非弾性散乱の形状因子に少し手を加える事により，実験をうま
く再現することがわかった。
以上は，この論文の簡単な要旨であるが，原子核反応機構の一面を定量的に明かにした点で重要な
研究であり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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